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道路事業 一般県道 洲本松帆線〔広田広田〕

事業区間 ： 南あわじ市山添～広田広田

総事業費 ： 4.6億円

内用地補償費 ： 2.5億円

事業期間 ： R5～R9

事業概要 ： 現道拡幅

延 長 ： 600ｍ

計画幅員 ： 6.0（11.0）ｍ

計画交通量 ： 5,500台/日(R12推計)

費用便益比B/C ： 1.2

事業概要

目 的

①安全・安心で円滑な交通の確保

②歩行者等の安全確保

工程表

計画

洲本市

位置図

事業箇所

南あわじ市

凡例
：事業区間
：国道
：県道
：高規格幹線道路
：公共施設、学校等
：広域防災拠点施設
：交通量調査地点

28

自動車：10,108台/24h
自転車： 163台/12h
歩行者： 24人/12h
（H27センサス） 自動車：14,904台/24h

自転車： 242台/24h
歩行者： 56人/24h
（H27センサス）

自動車：7,375台/24h
自転車： 43台/24h
歩行者： 4人/24h
（H27センサス）

（一）洲本松帆線
［広田広田］
延長600m

R5 R6 R7 R8 R9
工種

年度

調査・設計

用地補償

道路改良

やまぞえ

現況

W=2.50～3.50m

路肩 車道 車道 路肩 歩道

自転車： 100台/12h
歩行者： 142人/12h
（R4.6実測）

淡路島中央SIC

洲本高校

洲本市役所

洲本IC

淡路ふれあい公園
平成淡路看護専門学校

淡路学園

広田小学校

広田中学校

緑庁舎



①前後区間は２車線改良済みであるが、当該区間は幅員狭小で車両同士の離合が困

難である。特に、通勤時間帯は自動車の交通量が多く、混雑している状況である。

②現道は通学経路になっているが、幅員狭小で歩道も未整備であるため、歩行者・自

転車が危険な状況である。現道拡幅により、児童や自転車通学生の安全を確保する。

①通勤時間帯の混雑状況

平 面 図

現況写真

②通学時の自転車混在状況

事業の必要性・優先性

③幅員狭小による離合困難

出典：国土地理院

凡例
：事業区間

：国道
：県道
：市道
：高規格幹線道路
：既設歩道
：公共施設、学校等
：広域防災拠点施設
：指定避難所
：事故発生地点
：バス停

避

交通事故4件（車両事故）
【H27～ H30】
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淡路ふれあい公園

淡路学園

避

広田地区
公民館

広田小学校

広田中学校

広田保育園

（一）洲本松帆線
［広田広田］
延長 600m

避

避

①

②

③

至 洲本

至 洲本

平成淡路看護専門学校

至 洲本

緑庁舎


